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I 調査に至 る 経 過

新潟市松崎は信濃川、阿賀野川に挟ま れた最も海岸寄 りの砂丘である物見山砂丘の南縁に所在

する 。松崎付近は市の近郊に位置し、近年急速に都市化が進み、標高30mを超えた物見山砂丘も

区画整理事業などにより新興住宅街となり往時とは一変している 。また松崎と通船川を隔てた対

岸も工場や住宅が立ち並び、周辺の都市化現像は著しい。古屋敷遺跡の所在する一新はこの中に

あって 、周囲を新興住宅地に固まれたような状態とな っている(第 l図)。

当教育委員会では昭和58年12月に市都市開発課か ら、本地区の土地区画整理事業計画について

の連絡と、開発予定地内に所花する本遺跡の取 り扱いにつ¥-、て照会を受けた。同計画は、 j函船川

と県営貯木場 (第 l図の南北に制ト長い長方形の水而)に区切られた約69haを関係権利者の組合施

行による区画経理事業で住宅地に造成しようとするものである。当教育委員会はj立問、の取り扱い

と今後の取 り組みについて、県文化行政課の指導を受け、匡IliJl、県賀補助を申請して、追跡、の範

囲等を硲認する発畑調査を早急に実施することとした。

昭和59年 9月、遺跡の現況を把握するため現地調査を実施し、本遺跡の立地する畑地28haの大

半に遺物が散布し、地点不明であ った梨ノ木花遺跡もこの中に含まれている ことが碓認された。

翌昭和60年 4月には確認調査に備え、調査担当者の川上点雄氏らにより 、畑地部分の分布制査を

実施した。

発掘調査は国庫、 県賀補助を受け、 昭和60年 7月4日-16日にわたり実施し、発J肥後小林巌雄

氏による地質的な調査を補足した。調査後の整理は川上l):"!1I:lt氏を中心に、佐藤友子、杉本恵子両

氏が当った。本報告の I章は事務局、 II.lIl章は川上九h:lt氏が執筆を担当 した。

第 1図 遺跡位置図
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II 確認調査の概要

1 )調査区域

確認調査は、 7月4日、 当地域一帯に作付けされていた馬鈴薯の収穫が終り、次期作物の作付

けまでの短期間を利用して行われることと相成った。

調査形態は新潟市教育委員会が調査主体とな り、 土地区画整理組合設立準備委員会及び、 地権

者等の協力 を得、 川上貞雄(日本考古学協会会員)が担当 して調査を開始 した。

確認調査の対象地域は松11時集落の東南に位置する低湿地'常で、東南側lが現在の通船川に接する

広大な農地のうち、周辺の水田部を|徐いた畑地内に|浪られた。この位置は第 2図の点網で示した

区域であ り、その広さは南北750m、東西350mのうち、 237，500m'で、あ る。この地帯は馬鈴薯、キ

ャベツを 中心とする読菜生産地帯であり、その周辺は水団地帯である。これま での分布調査では、

農道及び水路等を境として40m-65mを一辺とする任意の単位を以って63区画を設けて調査を進

めて来た結果、遺物の散布地域は中央以北であることがわか った。

確認調査では 、一応全調査区内に任意にトレ ンチ、又はクリ ットを設けて調査することとし 、

第 2図調査対象区域図 (1:10，000) 
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その位置は第 3図に示した通 りである。これ

らは図面作成の都合上やや誇張して示したが

試掘講の幅員は 2m、長さは 5m -20mとし

総数59個所を調査した。

確認調査の第一段階としてNo.1 -50までの

トレンチを調査し 、その結果、遺構、遺物等

が確認された地域周辺、その範囲を再確認す

るため 9個所の卜レンチを増設し調査した。

地権者の承諾の有害時、作付ー関係等によって

トレンチの位置等にかなり制限が加えられた

が、後述するごとく遺跡、の範囲を把握するこ

とが出来た。

2 )調査区域内の土層序列

新潟平野を賞〈大河阿賀野川は、検越村ノl、

杉地区で大きな蛇行を終えた後、日本海へ直

流するが、かつては松浜地区の砂丘に遮られ

西へ大きく蛇行し信濃川に合流していた。現

在の通船川がははその河道の一部に位置する

ものと考えられている。調査の対象地域も大

方は この旧河道に位置するものと考えられる

が、 これまでの聞き取り調査の結果では調査

区域のほぼ中央部カ古小高い丘陵状をなしてい

たとのことで、あるいは河波、松11時と続く日

本海砂丘の延長部分か又は張出し部分に当る

ものとも考えられた。

発掘調査の結果各グリ ット又は卜レンチに

おける土層序列を第 51z1に柱状図として示し

た。これらはほとんとA が水平の序列であるが、

やや起伏が見られるNo.8、No.9トレンチと、

東側へ大きな傾斜を有する砂層によって東西

が 2分されているNo.57トレンチを第 4図に示

した。これらは位置的に見て調査地域の東南

に位置し、通船川即ち旧inJ道寄りである。

土質は①H音色砂質土 ②砂質粘土 cr砂

④粘土 ⑤グライ質 ⑥ シ/レ卜質 ⑦ 白色砂

写真 1 調査対象区域全景

写真 3

写真 4 スナップ No.27トレンチ土層断面
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第 4図の 3 No.9卜レンチ東側土持断面図
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第 4図の 4 No.57トレンチ北側土層断面図



59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49 48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 
トレンチ

No. 

25CM 

O 
3 

3 

3 3 2 
3 

3 3 3 
ー

2 

2 
3 3 2 

2 3 
3 3 

ー

4 8 4 
E 3 3 品

2 3 

2 

50 

E 2 
4 

4 ー

3 

2 
8 

ー
3 3 3 3 

3 3 

3 
5 3 

3 3 3 
3 4 2 3 

ー

3 3 
8 E h

E

・E

・-
s 

2 
7 

2 
3 

2 2 
7 

2 

2 

ー
7 

3 
品

3 
6 

2 
ー

2 

7 
3 

g 

E 
3 

3 

3 

2 

3 

8 

ー

7 
3 

2 

3 

3 

3 

3 

3 

ー品E 

2 

2 

3 
3 

5 
B 

2 

100 

7 3 a 
ー

5 3 2 3 

ー

3 4 

ー

4 

5 
2 

s 
7 

3 
3 7 

ー

s 7 
3 

4 ーー

2' 

7 4 
2 

7 
7 

3 
3 

3 

150 

s 2 

ー
ー

8 3 
5 

7 s 7 3 

ー

3 
4 

5 
7 

5 s 

ー

5 7 

7 
ー

5 ー

7 

5 

7 

7 
暗色砂質土層(耕作土)
砂質粘土層

砂層
粘土層
グライ層
シル卜層
白色砂
撹乱層

包含層

''m，‘内
d
a
a
T
R
d
c
O
守

r
n
6
0
3

7 7 3 

7 

7 
7 

7 

ー

7 

7 
7 

5 

s 

7 2α3 

土 層 柱 状 図第 5図

250 



であり、さらに撹乱された混土層として③、包含層とした⑨は黒色砂

又は黒色土である。①は③と本質的に変るものとは考えられないが、

耕作土として有機物を少量混入するものである。③はここでは一率

としたが、薄茶色、やや赤サどを有するもの等に分けられる。⑦の

白色砂は③より粒子が細かい。

土層序列は、慨ね①③④⑦で一部は④に変って⑤又は⑥が入るも

のが一般的である。畑作の都合上、上層部分で掘下げを中止した区

域もあることを記しておく 。

中帯3 )遺

調査グ リット又はトレンチ内で遺構と考えられるものの検出はき

d 内/わめて少ない。第 6図に示したものの他 2例にすき、ない

2条の溝遺構である o iT1;ーはこItil!lJが第 6図の 1はNo.38卜レンチて¥
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これらの溝の聞から遺物も検出 された。cm-30cmをi!!lJった。

第6図の 2はNo.43トレ ンチでほほ中央にITffi80cm-llOcmの潜状追附

があ り、 i立tl'liの一部を調査し た結果、ほほ400日程の底部に直径 5cm 

さらに北西lこ直径40cll1の柱穴状の- 8cIl1位の小石が充~~I!J し てい た 。

また ここ では図示しなかったが、炭灰の20cll1程のものを検出した。

層及び炭と 小石まじ りの層が部分的に検出 されている。なおトレン

N
S
図
∞
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チ北西の孫込みは何等かの遺構に結びつくものと考えられ、南東の

落込みは自然のものであろう 。
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この他遺構と 言えるも のはNo.39トレンチに柱穴状の遺情、 No.30ト

レンチに溝状遺構が検出された。又、遺構では

ないがNo.37トレンチに生活而と考えられる有

機物混入で固くしめつけられた層ヵ、ある。

4 )遺

j立物の出土した発掘区はNo.22、24、30、36

物

37， 38、39，40、43、48、52，55， 56、57で

あり、造物の包含状況はきわめて希薄であづ

ここではこれまでの分布調査における表fこ。

面採集造物をはじめ、過去における保存遺物

とりあえについて も報告することにしたが、

これ らの主なものを実測し、 写真図版と

したのでこれに基ず¥.、て行 うこと とする。

過去の保存資料 (古代、中世、近世) 第
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写真 7 No.43トレンチ遺精

写真 5 No.22トレンチ

卓真 6 No.36トレンチ
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7図(写真 9)は須恵器の円面硯である。直

径12cIll程の円形のうち約 6分の l強の残欠で

ある 。陸 ・海の区別がないもので、査等の底

部を再利用したものと考える ことも 出来る。

かつては墨痕が残存していたと言う 。奈良11寺

代又は平安H寺代の所産と考えられ、昭和30年

7月、 字梨ノ木花より出土したもので、現在新

潟市郷土資料館が保存しているものである 。

写真10は須恵株系中世陶器 (珠洲焼系)の制11

;ー トー-]
J! l l l ;||(  

片である 。羽状の条4jil状タタキ目を有するか

摩耗がはげしい。同じく昭和30年 3月、字梨ノ

'，' I 

11 1 11l  ||  ; ， 
i ，_ _: ， 
/--------1 、 木花と注記のある出土ZIである 。14-15世紀

第 7図円面硯(-，¥-)
の所産である 。写真11は、昭和27年、字古屋

リI，~出土、長刷銚子と注記してある 。 ギt 地の;5:

世陶器と考えられるもので小j杉の土瓶、t!1lち

注目を有する間保である 。

その他写真20に示した古銭の出土物がある。

寛永通宝11枚でNo.35トレンチ南側の畑地内で

近年一括出土したものである 。出土地点の明

I!奈な保存i立す勿である 。

中世陶器 中世の造物は数種類に分類する

ことが出来る 。写真12の 1-3は姿器系中世

陶器と 11乎ぶものである 。このうち lは笹神l古

写真 9 円 面 硯 窯の所産、 2、3は越前系のものであろう 。い

ずれも利11片で器形等を窺うことは出来ないが

壷又は裂類である 。 4-

6はL、ずれも括鉢片で、

l は須恵器系 (野j(iJH系)

であり、 2、3は袋持系で

越前古窯の所産であろっ 。

写真13の 4片は一応瀬

戸系と考えられるもので

あるが、 4はあるいは舶

故陶器の可能性もあり今

写真10 須恵器系中世陶器
後の課題としたい。 1は

8-



黒色刷、その他は鉄キIbのもので壷類の口縁部で

ある 。

中世舶載磁器 写真14に示した青白般類であ

る。 l、 2は瓜lで前者lこは函花文が見られる。

3は白磁の小査の底部片、 4は同じく白磁碗の

底部である。

近世陶磁器 写真15(第 8図)、 写真16は伊

万里染付である 。写真15- 1は壷蓋で ある。 3

は伊万里青磁染付碗で高台付根に単輸を画き、

4のilllと共に露fJ台の畳付て、ある 。2は碗である 。

写真16はいずれもキIII片であるが一般的に見られ

る文様の碗類である 。

写真17は唐津系陶探で主に平鉢矧であ ろう。

4 (第 9図の 1)は刷毛目

文の大平鉢で、維定口径

は35cmf1Eである 。

第 9図の 2、 3は越前

系大平鉢て\3 は~!\f;*lh で

ある 。

写真18の1(第9図の4)

は口f圭9crnのかわらけで

燈明肌である。内外国共に

ススの付着が見られる。

写真18の 2 (第 9図の

5 )は瓦慌で特に丸縁の

口縁部か ら外商が黒色を

呈する。中日l片のため器形

等は推if!iJ出来ないが、火

器頒と考えられる。

その他の遺物 図示 し

ないが土製オハジキ3点、

器形不明の鉄骨号及び鉄片

7点の他、写真19に示 し

た竹箸 l点、木炭 4点が

ある。
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写真11 近 世 陶 器
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写真12 中世 陶器
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写真13 瀬戸系陶器
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第 8図染 付(伊万里)

写真14 青 白 磁

付(伊万里)
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III ま と め

新潟市松ilJ奇地区土地区画経理事業計画にと

もなう遺跡範囲等の確認調査を市教育委員会

から依頼され、昭和60年 4月 3日の分布調査

に始まる一連の調査を行いここにその結果を

記しておくものである 。

昭和54年度発刊の新潟県遺跡地図における

松崎、河波地区の遺跡、は、札木山、古屋敷の

他位置不明と して梨 ノ木花、宮ii1i、溜池があ

る。当調査範囲内にはこのうち古屋倣、梨ノ

木花の阿j立閥、が含まれている 。

調査範囲内の自然環境は、なおも地学的見

解を待たねばならないが、私達のいわゆる素

人見解では、日本海の旧砂丘の末部に旧阿賀

野川の吐上げた堆積土があり、その上に新砂

丘の形成を見たと考えられる。そして遺跡は

旧河道の堆積土上に営まれたものである。後

述するよ?に遺物は古代、中世、近↑止にわた

ってお り遺跡の営みは数百年間にわたるが、

保存資料である古代の遺物の出土地層を知It) 

得ることは出来ない。ここで調査出来得た 中世

及び][-1且aの造物とも同一地層の出土であった。

古代造物も又、周辺の地層から考えて同一層

の出土と考えざるを得ないところである 。

クリ ット方式による範囲侃認調査はやや

希薄ではあ ったが、南半及び東11l1Jにはま った

く遺跡と 言える要素はなく、調査範囲の約22

%に当る約52，000m'範囲が追跡と推定される。

なお各時代における遺跡の性絡等については

本調布を待つ以外にはない

当遺跡における採集遺物はきわめて希薄で・

ある 。前厚lで報告したものも含めてその総数

はわずかに 140点にすぎない

過去の保存資料であ った円而硯は、越後で

はきわめてその出土例が少なく、曽俄j立閥、(fI

3 

写真17 平鉢類(唐津系)

:ーにア

ス
¥「 ( ζ プグ

で→官庁珍

ρ 
第 9図平鉢(越前系)、カワラケ、瓦器

2 

写真18 カワラケ、瓦器

写真19 竹 箸



写真20 寛永 通 宝

浦町)等数例が知られているに過さない 。 かつて円而硯は一般的に奈良H寺代のものと 言う 見W~が

あったが、ここでは11-12世紀迄の幅を見る必要があろうと考える 。いずれにせよ円而硯の出土

は当遺跡、の特異性を窺うことが出来る。

中世陶器は、珠洲系 (須恵器系)、越前系、泣付l古窯(共に去~系 ) を始め古瀬戸の市土を見、

さらに舶載磁球の青白磁がある 。これらは L、ずれもキ111片であり確たる編年の手がかりは得られな

いが、在地の笹神古窯の所産は14世紀中葉から後半のものであり、珠洲系は同W期、越前系も同

編年のN-Vl則に相当し、ともに 16世紀のものであろう 。古瀬戸の編年は今後の課題としたいが、舶

哉の青白磁は14-15世紀の所産と考えられる。

近世陶磁慌の伊万里染付矧をはじめ、唐津系、 l泣前系の附j守等おおむね17世紀、 18世紀の所産

である。遺跡の存続も又これらと問機長期にわた って営まれたものであろう 。

当調査に当り御援助、 j:fll協力下された土地所有者をはじめ地元役員の方々、県立新尚北高校、

その他多くの方々に謝意をのべるものである。 (昭和60年11月29日)

調 査 f本 前l

，V!.j ff.主休 $Irii.jrl1数千ffEii会教ffJ云-!j'-IIlt.ji'i'j.、|了iJ'jq)j=局次長 ，'j:，I;.'ih.idi

e拘食jll当 川卜'.U雄 (日本巧 Jl'-f協会会Wl

J司ff.l::t 小林討Hí~ (新制大'tf'1!γ:ifl¥sh教t2l 前JHIIYJ (ìJr ií.j 県文化!!~(~l“自指導只 (A， IÎ品 以: ( 杉本心 f

羽仁ιi三't'l興 ($Iriij.lt，'::j校教諭)

参加者新潟.It~'，'j校十 i 会科研究部部只 10-7，

事 務 鈴木忠 ($Iî 川市教行委1~ 会1- 1 会教育課長 ) 剖IIJllf・ (1日J，謀長Mi()r.l F.í 111% h ~[!II( j.;J，j県ぷN:i文化係長)

，Ii JcI"JL ( 1日I 工~N:i 文化f，f，J 艇身[1りJ(1日J)

~VI，j ff.協力 制 r'， f~t;.一郎 ( 新 iR.J llt~ 民俗ザー会会Wl 小川修、|仁 川111:'j久 小林J込 山UIWYJ れ槻1・ .1'， 槻;民総

ィl主jll!iil(，参 (附今JI:いリ やまと 新山県立$Ii尚北山校 $Iiii.j rli郷土資料館 li~lll:'i i'I ifi会 松山;，jH'r1'，;仕組合

松崎土地区画税旦Il組介設立iV;(Jiil委Q会 松山:'iJ;'~;;本m介 ((0 111111 製作所
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